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比価表の歴{面

新井 宏

日本金属工業 (株)常務取締役

前回は,長々と退屈な史料探索に付き合わせてし

まった ここからが本論である.前回示 した表 4の

各種金属比価の推移は, これからの議論を進める都

合上もあり,今回も再掲する

表 4は当然のことながら,表 5の各種金属比価の

基礎資料をもとにして作成 している.ただし一部に

ついては,金銀比価などで,すでに知られている値

を,何の注釈もなく採用 している場合がある.さ ら

に言えば,表中にあまりにも空欄が多いと, さびし

いので,今まで推論 してきた程度の大胆さで,補完

したところもある その間の過程は,表 5と 表 4の

関係を見ることで,ある程度フォローできるように

したつもりである

このように纏めてみると,大分もつともらしい表

になっている。今まで,おそらくどこにも見かけな

かつた表なので,何かに引用される場合もあるかも

知れない。それこそ,著者の望むところであるが ,

その際には必ず [新井宏氏作成第 1版]と 明記して

頂きたい このような数イ直は,う つかりしていると,

何時の間にか一人歩きを始める可能性があり,定説

にでもなつてしまつたら大変だからである.逆にい

えば,今までの資料探索で,いかに伝聞的な見解に

悩まされたてきたかでもある.

さて,こ の表を見て,読者の皆さんは, どんな感

想を持つたであろうか.特に,量 と価格の推移を見

る時に,そ こに何か歴史を感ずるはずである.私の

場合の最大の関心は, とりあえず 日本にあるので ,

その点を中心に,い くつか述べてみたい

金 。穀物比価は現代も古代も1～ 2

万倍
お米と金のイ直段を重量価格で比較することを思い

ついた方はまずいないだろう.したがつて,即答を

要するようなクイズを出してもまず当たらない.皆

さんは,直観的に何倍くらいと思つたであろうか。

答えは,時代・地域を問わずほぼ 1～ 2万倍である

古来米価の変動は極めて激 しいし,金の価格も,近

年 5分の 1に 下がつた経験がある。それにもかかわ

らず,1～2万倍をあまり大きく逸脱 しないのはな

ぜなのだろうか。

もちろん,1～ 2万倍に法則があるはずもない。

しかし,いつの時代の歴史を読んでいても,金貨の

重量が判れば,貨幣価値がわかり, どの程度穀物を

買えるかが判る.現代は別にして,いつの時代でも,

単純労働の年間賃金は,穀物 1,000キ ロ相当である

いいかえれば,金 50グ ラム相当である。江戸時代

なら3両から 10両相当である。便利なので覚えて

おかれると良いと思う。

さて,も う少 し表を観察してみよう。そうすると,

英国でも日本でも,金 と穀物の比価は近代に近づく

につれて,5分の 1程度に低下してきていたことが

分かる。ところが,現在世界はまた急に 2万倍に戻

つている これには秘密がある.も し穀物価に日本

の米価を採用すれば,比価はわずか 4,000倍 である
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表4 各種金属の比価推移 (対 米穀比価 )

金/穀 鐵 銅/穀 解 金/銀 銀/銅 銅/鉄 金/銅 金/鉄

メソボタミヤ (BC2500 0 2∞

古代オリルト(BC2000 tD 240 1,500

ペルシヤ (BC500 0 120 1,500

ローマ  (BC200頃)

(B070暖D (〕0,()()(〕 2.5∞

10

12

1. 1∞

中

　

国

前漢 6.0∞ 2.0∞ 20 100 300 1.200

唐 12,000 2.0∞ 5 1.000 2,4∞

Jヒ

'R (10700
20,000 2500 3 160 1,300 6,0∞

明  (1400セD 20.000 4,0∞ 7-8

日

本

奈良 8,0∞ 2.5∞ 3 100 4 300 1,250

平安 (延喜式) 9,0∞ 2,9∞ 7 4-5 80 400 1.300

平安 (1152頃) 10,000 20∞ 80 5 120 1,6∞

鎗 02980 12.000 4,0∞ 50 3 220

室町 (1450頃 ) 20,000 3,7∞

“

400 2.2∞

胆  (15800 12.500 1,250 10 2∞ 2.000

江戸 (1680頃 ) 12.000 1,0∞ 12 2-3 1,900 5,0∞

炉     (17704巨) 17.000 1.400 4 2,000 8,0∞

江戸 (1830頃) 20.000 2.0∞ 140 7 1.6∞ 11,0∞

明治 (1890Q 14.500 850 140 45 2.400 11,0∞

大正 (1925頃) 5,2∞ 2∞ 0 37 8 1,800 14,∞0

昭和 (1960頃) 4,0∞ 07 012 100 6 5,6∞ 30, 000

欧

　

州

英国 (14世紀) 24.000 2.0∞ 2 220 2 2,700 5.0∞

英国 (1519頃 ) 45,000 38∞ 2 400 49∞

欧州 (1542頃) 2 170 2.000

英国 (16∞ D 17.000 1. 100 5 140 2.2∞ 9,0∞

英国 (17820 10.500 710 5 100 6 1.550 8,0∞

英国 (1830頃 ) 8,6∞ 550 11 6 8 1,440 8,000

英国 (1847頃) 7.9∞ 506 0.63 10 13∞ 13.000

現在の世界の状況 20,000 350 100 5,6∞ 30, 000

が,それは日本の米価が国際価に比較 して異常に高

いからである.

問題は 1～ 2万倍の法則が正しいのか,あるいは

4,000倍 の方が正 しく,今後世界の穀物価が日本並

みに高騰するのか,それとも金価が暴落するのかで

ある ドルも駄 日,円 も駄 日,金にでもヘッジしよ

うかと思っている方は, どう感 じるであろうか。だ

からと言って,穀物価の暴騰が起こっても困る.こ

こに歴史を観る確かな目が必要である

とができそうである.

もつとも興味があるのは, 日本の古代である.奈

良時代 。平安時代のいずれの場合も,銅であれ,鉄
であれ,同時期の国際比較をしてみると,極めて高

価なのである.しかも,人 口 1人 当たりの生産量で

見ても,銅 。鉄ともに国際的には桁外れに少ない

これはおそらく推定誤差の範囲を超えた差と見て良

いだろう.

多少くどいが,他地域との比較をしてみよう

技術水準を示す銅鉄 。 時期・地域 銅の生産量 銅/穀物の比価 鉄の生産量  鉄/穀物の比価

奈良時代・平安時代 3～ 7gr/人

穀物の比価

今回の資料収集の大きな目的は,

銅や鉄の価格をさぐることで,各
江戸中期 _    200g/人

30～ 50gr/人    6～ 7

100gr/人

200gr/人     5
300gr/人     25

古代ローマ

前漢・唐

20gr/人

30～40gr/人

25-28

12-20

6

金属の製造技術水準を評価することにあった。表 4

は,あ る程度この願望を満足させてくれている。こ

れに,第 2回に示した表 3の生産量の推移を組み合

わせてみれば,かなり確かな技術力の評価を得るこ

大まかに言えば,奈良時代 。平安時代の銅・鉄の

生産は,漢や唐, ロニマに比較し, 1人 当たりの生

産量で 5分の 1,価格で 2倍といつた位置づけであ

る.試みに,表 3と 表 4を もとにして, 1人当りの

BOUNDARY 1999 6



生産量と金属比価の関係

を図 3に示す.奈良時代

や平安時代の銅 。鉄も,

きちんと図に乗つている

ので,大きな判断ミスは

ないと思われる。しかも,

それに続 く平安時代後期

や鎌倉時代は,銅に関し

てはさらに貧弱な水準に

落ち込んでいる 金銅比

価から見ると,古代メソ

ポタミヤに近い 当時は

宋銭が怒涛のごとく流入

しつつあったが,銅価は

その宋銭を鋳潰 した場合よりもはるかに高いという

異常さであつた このような状況は,平安時代後期

に銅生産を裏づける史料が摂津国能勢の採銅記述以

外に全く見られないことや,梵鐘や金銅仏の鋳造の

激減などの事実からも裏づけられる あるいは当時

の日本は銅の生産を中止 し,ほ とんどすべてを輸入

にあおいでいたのかも知れない。銅産の少ない高麗

から梵鐘が日本に来ている例さえあるほどである

白鳳や天平の文化を開花させた奈良時代やその後

の平安時代は,産業の基礎を支える金属産業の面で

は,意外とも思えるほど低いレベルにあったことを

ぜひ認識 してほしい.

また江戸時代中期の膨大な銅輸出をした事実と,

銅と穀物の比価の関係を見ると,面 白いことに気づ

く ちょうど銅の輸出の盛んだった時期だけ,銅が

非常に安いのである。その後,銅の生産は停滞に向

うが,それに合わせたように銅の比価が上がってゆ

く ちなみに,銅輸出が盛んであった時期, コーロ

ッパに比較 しても,銅の比価は安価な水準にある.

このことによつて,銅が主要輸出産品に成 り得たこ

とが良くわかるであろう。

鉄と穀物の比価が,鉄の生産技術水準をモニター

している様子は,表 4の数字を目で追いかけるだけ

でも一目瞭然である。江戸末期の水準が 1600年頃

のヨーロッパの水準に近いとか,1ヒ宋の水準が江戸

初期の水準に近いとか,いろいろ想像 してみるとイ

メージがふくらむ.も とより詳細な議論をするほど

の精度を持たない数値ではあるが,人 口1人当りの

一人当り生産量(gr/年 )

図3 鉄と銅の生産水準の比価

生産量の資料と合わせて考えれば,マ クロな評価方

法としての有効性を発揮できるだろう.ま だそのハ

シリに過ぎないが,今後も精度を高め,議論を深め

てゆきたい分野である 参考のため,図 4に鉄の対

穀物比価の推移について, 日本,中 国,英国の別に

示しておく.

異常に安かつた古代日本の金

古代の日本では,銅や鉄の価格に比較して,金の

価格が異常に安かった 古代ローマや同時期の中国

に比べても3分の 1であり, しかも金産出のブーム

を迎えた戦国時代に比較 しても5分の 1の 水準であ

る.銅や鉄が異常に高かつたと言つてしまえば,そ

れまでであるが,前述のように対穀物の比価で見て

も,金が害」安であつた。

…l口
TI

/  ｀
イ
＼
ヽ
、

回/｀、、  ヽヽ
ヽ

、 ＼
ヽ

メ
ヽ

、

ヽ

ヽ

¬

4∞   600  800  1000  1200  14∞   1600

西 暦 年

図4 鉄の対穀物比価の推移

（Ｓ
経
夜
）趣
ヨ
匝
爛

奪
Ｅ
Ｓ
簗
＼
華
坦
轟

BOUNDARY 19996



当時人口1人当たりの産出量が,唐や宋よりも高い

水準にあり,金ブームの去った江戸時代の中期以降

の倍もあつたのであるから,流通経済の未発達な当時

としては,不思議なことではなかったのかも知れない.

このことは,鎌倉時代に一切経の購入に多額の金

が使用されたように,中 国からの文物の輸入に金を

用いるのが有利であつたことを意味する.事実,『小

右記』の天元五年 (982)記事によれば,宋船の票

上物に対する代金の支払いに,奥州からの砂金が未

納のため困惑したとあり,清算は金によつておこな

われていた。

これらの金の産出を担つたのは,天平 21年 (749)

百済王敬福が陸奥小田郡から砂金 900両 を献上して

以来,伝統的に陸奥の国であつた .

東大寺大仏の金を供給した奈良時代はもとより,

藤原清衡から始まる平泉の藤原四代は 100年 間に,

合計 10ト ンの金を産出したと葉賀氏は推定してい

る。この金の多くが,中国に輸出されたはずであり,

元代に入つてからは, 日本が大変な産金国であると

の噂が立ち,マルコ 。ポーロが黄金のジパングの話

をヨーロッパに伝え, これがコロンブスの大西洋航

海の動機となつたことは良く知られている.

かくして,極端な銅高,金安の傾向は鎌倉時代に

入つても続く これが,宋銭の大量輸入という経済

現象を生む すなわち,皇朝十二銭の時代,政府は

銭の流通に努力しながら,結局実際の経済活動が伴

わず,壮大な実験はいつたん頓挫 してしまつたが ,

100年後に宋銭の輸入という意外な形で復活して来

る。社会経済の発展が銭を要求する水準に達したか

らであるが,皇朝十二銭の経験が役立ったことは間

違いないであう.こ のことは,朝鮮と比較 して見る

と非常に明瞭である。たとえば『世宗荘憲大王実録』

に出てくる朴端正等の帰国報告には「日本では銭だ

け持つて旅行ができる」とたいそう驚いている様子

が描かれている

朝鮮での公鋳銭のはじまりは,高麗成宗 15年

(996)の鉄銭であり,和銅開称に遅れること約 300

年であるが,15世紀初になつても,銭はほとんど

流通していなかつた.流通手段があるのとないのと

では,経済活動が大きく変わることは,現代社会に

おいても通貨供給量の増減で,景気を刺激したり抑

制したりしていることを知つている我々には理解 し

やすいことである.社会経済の発展が銭を要求した

面もあつたであろうが,銭の流通が社会経済の発展

を促 したことを評価すべきである 和銅開跡や皇朝

十二銭の発行が失敗に終 りながら,数百年後の中世

になって,社会経済の発展に大きく寄与したなどと

考えるのが,歴史の楽しさである.

ここにひとつの疑間が出されている。なぜ,社会

経済の発展に伴つて,銭の必要性が高まったにもか

かわらず,政府は銭を発行 しなかつたのかと その

答えが簡単でないのは承知している。しかし,単純

化 して言えば,自 国で銅貨を造るより,金を輸出し,

銅貨を輸入 した方がはるかに安上がりであつたとい

う経済原則にもとづく当然の結果だつたのである.

というよりは,鎌倉時代までは鋳銭に用いる鋼が全

く出なかつたのである.室町以降は銅産が活発化し
,

15世紀に入ると銅の輸出さえ始まるが,そ の頃は

室町政権の政治基盤が弱く, とても独自の通貨を発

行できる状況になかつた ただし,宋銭の模造銭は

おそらく大量に作られたと思われる.堺市からその

ような模造銭が大量に出ている.

さてそれでは,宋銭はどのくらい輸入されたので

あろうか 残念ながら, これを定量的に推測する資

料に欠けている ただ,仁治三年 (1242)西園寺公

経が東福寺建立のため派遣 した貿易船が,一回の往

復で 10万貫 (375ト ン)の銭を持ち帰つたと伝え

ている この頃,南宋は銅の生産が停滞し,鋳銭が

思 うように実施できなく,年 20万貫程度の発行に

落ち込んでいた。これでは南宋に銭不足すなわち「銭

荒」が発生したのも無理がない.

西園寺公経の 10万貫の話が,ま んざらうそでも

なさそうなのは,14世紀に元から高麗を経て日本

に向かう途中に沈没した 「新安沈船」から 28ト ン

の銅銭が見つかつている 実例があるからである

もし仮に年間 50ト ンの銅銭を輸入したとすれば,

その代金は地金代だけでも,金にして 50kgに相当

する ほぼ当時の金の産出量 (60kg/年 )に見合 う

レベルと言えよう。

下がる一方の銀価

金銀の比価の歴史については, さすがに豊富な研

，‐――
二
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究があり,今回の資料収集を経なくとも,ある程度

の数値が得 られている。しかしながら,断片的に示

されている金銀比価が,いつも同じ結論になつてい

るわけではない。地域差 。時代差の中で,比価がい

つも穏やかな動きをしていたと考える方に無理があ

り,マ クロにまとめる時には 「小骨」には目をつぶ

らざるを得ない 表 4はそんな観点からでき上がっ

ており,豊富な研究があればあるほど,かえって困

難さを増すような作業であつた それぞれ根拠とな

る資料はあるのであるが,ま とめ上げる作業の経過

を示すのは冗長過ぎるので,省略する

そうは言つても,金銀の比価の部分だけをとつて

も, このように一覧性のある表をよそでは見かけな

い やはり根拠ある資料でまとめるには,あまりに

も困難な仕事で,良心的な学者には手が出せなかつ

たのであろう

世界史上,金属が主役の座に登つたのは,いつも

金銀すなわち金銀比価の問題によつてであつた。大

きな流れで見れば,明 らかに銀高から銀安への移行

である

前1世紀ギリシャの地理学者ストラボンは『地理

学』において,ア ラビヤのある種族では1ポンドの

鉄に対 して 10ホ ン ドの金, 1ポ ン ドの銀に対 して

2ポ ン ドの金が与えられた と述べている またヘ ロ

ドトスの『歴史』には,前 5世紀には銀 1に対して

金 13で銀の方が高価であつたとある.中近東で発

見された古墳の中では,銀製品が金製品よりも被葬

者の近くに置かれていたとも言う。

このように銀が金よりも高価であつたという伝承

が多くある。しかし,前 19世紀の『カッパ ドキヤ

文書』には「鉄が金の5倍,銀の 40倍」とあり,

またヒッタイ トでも「鉄は金の下だが銀の上」とあ

り,前 20世紀頃の金銀比価は 6と いうのが,多 く

紹介されている説である しかし西洋では,早くも

ペルシャ 。ローマ期に,金銀比価が 10か ら 12へ と

上昇し,以降上下はあるものの,ほぼ 12で 16世紀

まで推移する.

一方,東洋では古来金銀比価は 6前後であつた。

ところが中国では元代の 13世紀の初め,金がいち

じるしく高くなり,比価が 12ま で上昇した.しか

しその後再び明初の 14世紀末には 5～ 6ま で戻り,

これが 16世初まで続いている.こ の異常な動きは,

おそらく国際国家の蒙古帝国と元の影響であつたと

思う すなわちマルコ・ポ‐口の時代,金銀比価は

中近東やコーロッパと統合され,国際的な比価が形

成されたのであろう。面白いことに,一方のヨーロ

ッパでは 13世紀初,それまでの銀貨主体から金貨

併用の時代に入 り,実勢の比価 12の中で,公定比

価を 10と したため,グ レシャムの法則により,価

値のある金の退蔵が進み金不足が発生していた マ

ルコ・ポーロの求めたのは,東洋の金であり,それ

が中国の金銀比価を大きく変動させた原因だつたと

考えるのが歴史の理解というものであろう。

ところで,中 国の元代に一時高騰 した金銀比価も,

日本には影響が少なく,相変わらず 5～6で推移 し

ていた。すなわち, 日本における圧倒的な金安が
,

銅高とあいまって,前述の宋銭の大量輸入を生んだ

のである 宋銭の存在が, 日本の中世の社会経済の

大発展に寄与したこともすでに述べた。 歴史はこ

のように関連して見る時,新 しいものが見えてくる。

さて,こ のような東洋における金安の状況に変化

をもたらしたのは,戦国時代から江戸時代の初期ま

で続く金銀の大増産である.特に 16世紀初の「灰

吹法」の採用は,それまでほとんど銀の採れなかつ

た日本に大変革をもたらし,金銀価,特に銀価が大

幅に下落する そのため金銀比価も 10と なり, コ

ーロッパの水準に大きく近づいた.一方その頃,中

国では金銀比価がまだ 7～8であり,こ こに比価の

逆転が発生し, 日本からの銀の輸出と金の輸入が始

まった。安土桃山期には,銀よりもむしろ金の大増

産がおこなわれていたにもかかわらず,金の輸入が

おこなわれたのは,そのころ中国では銀を本位通貨

として扱 う動きにあり,銀高が続いていたためであ

る.小葉田氏によれば,17世紀初頭の銀輸出量は

毎年 200ト ンにものぼつたという

ところがその少し前, コーロッパでもドイツで銀

の生産が大幅に増力日 (50ト ン/年)していた さ

らにその上に,16世紀末になると,中 南米で銀の

大々増産 (250ト ン/年)が始まつた.状況は完全

に変わり, コーロッパでは金銀比価が 15～16にな

った。この状況が日本に影響 してくるのが,17世

紀の初めから中程にかけてである。こんどは,国際
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比価でみると日本は金安になった。そして,膨大な

金がヨーロッパに流出した

江戸期の金銀流出量については,新井白石が慶長

6年～宝永 5年 (1601～ 1708)の 間に,金 644万両

(公鋳量の 25%,純分で 98ト ン),銀 112万貫 (公

鋳量の 75%,純分で 3,380ト ン)と 算定している.

現在では,各々公鋳量の 13%,80%と 評価 してい

るようであり,多少の違いがあるが,それでも膨大

な量である

このような動向は,折 りからの日本の貨幣経済の

発展もあつて,ついには金銀の不足を招来 した。金

銀産出量の激減もあつて, 田沼時代の宝暦 13年

(1763)に は, 日本が金および銀を輸入 して通貨を

発行する事態に陥る.

江戸末期の開国時におきた通貨戦争は,金銀比価

をめぐる話題としてはじつに興味深い 江戸幕府が

文政元年から安政 4年までの 40年間に 「一分銀」

という紙幣のような銀貨 (当 時の金銀比価の 12程

度に対 して,比価 5程度の価値をもたせた通貨)を

発行することで,合計 1800万 両もの利益を得てい

たのが,ペ リーによる開国で白日のもとに晒され ,

ツケを払わさせられたのである ちなみに,当 時の

幕府の財政規模は 200万両であつた そのツケの支

払いが,幕府弱体化を一気に進めてしまつたと見る

と,坂本音目馬や西郷隆盛の世界とは違つた形で歴史

が見えてくる。こんなことは,かつては専門家しか

注目していなかつたが,最近では佐藤雅美氏の『大

君の通貨』など小説にも紹介され,一般に知られる

ようになつている。もつともつと, こんな話を続け

たいが,金属から見た歴史からはますます遠のいて

しまうのでこの辺で止める

以上,第 2回から第 6回 まで,金属の生産量と価

格の動きを,世界的な視野で追いかけてきた.も と

より不完全な資料に頼つているので,隔靴掻痒の気

味があるが,本人としては,歴史学に対するひとつ

の重要な問題提起をしたと思つているのである.柳

田国男などが女台めた民俗学という分野があるが,現

在では,伝承という不確かな資料からも,膨大なデ

ータを集積 し,比較するなかで,歴史学に対して極

めて大きな影響を与えつつある.筆者はかつて,古

墳や寺院跡,宮殿跡などの膨大な計測資料をもとに

して, 日韓地域に 26.8センチの古韓人が存在して

いたことを論証したことがあるが,いずれも膨大な

不確かな資料をもとにして,歴史を再構成 しようと

する点では全 く共通 している 賛同してくださる

方々に期待したい.
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